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■
児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
の
振

り
込
み 

　

平
成　

年　

月
分
～
平
成　

年
１

２５

１０

２６

月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含

む
）
と
児
童
育
成
手
当
は
２
月　

日
１４

㈮
に
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。

l
子
育
て
課

 
■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
～
よ
り
お
得
に
納

め
ら
れ
る
二
年
前
納
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
ま
と
め
て
前

払
い
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
の
納
付
の
場
合
、
平

成　

年
４
月
分
か
ら
始
ま
る
２
年
前

２６
納
を
利
用
す
る
と
、
現
金
を
毎
月
納

付
す
る
こ
と
に
比
べ
、
１
万
４
千
円

程
度
割
引
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
保
険
料
か

２６

ら
６
カ
月
・
１
年
・
２
年
前
納
を
ご

希
望
の
方
は
、
２
月
中
に
金
融
機
関

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
納
付
を
「
翌
月
末
引

き
落
と
し
」
か
ら
「
当
月
末
引
き
落

と
し
」
に
変
更
す
る
と
、
月　

円
割

５０

引
に
な
り
ま
す
。

子
育
て

子
育
て

子
育
て

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
に

は
毎
月
払
い
、
６
カ
月
前
納
、
１
年

前
納
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ド

会
社
へ
の
支
払
回
数
は
１
回
払
い
の

み
で
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
「
国
民

年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
申
出
書
」
を
年
金
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
分
か

ら
６
カ
月
・
１
年
前
納
を
ご
希
望
の

方
は
、
２
月
中
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

l
立
川
年
金
事
務
所
（
緯　

・
０
３

５２３

５
２
）、
市
保
険
年
金
課

 
■
Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
な
ど
ト
ラ
ウ
マ
か

ら
の
回
復
を
目
指
し
て
～
傷
つ
い
た

経
験
を
力
に
変
え
ま
せ
ん
か 

a
２
月　

日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
b

１５

多
摩
平
の
森
ふ
れ
あ
い
館
※
直
接
会

場
へ
e
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
・
吉
川
し

お
り
氏
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
養
成
講
座
修
了
）
な

ど

h　

円
５００

（
資
料
代
）
j
１
歳
６
カ
月
～
未
就

学
児
の
保
育
あ
り
※
２
月
５
日
㈬
ま

で
に
申
し
込
み
l
男
女
平
等
課
（
緯

　

・
２
７
３
３
）

５８４■
農
業
後
継
者
と
ふ
れ
あ
い
交
流
会 

a
２
月　

日
㈯
午
後
３
時
～
７
時
b

１５

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
（
稲
城
市
）
d
レ

告
知
板

告
知
板

告
知
板

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
交
流
会
f　

～
２０

　

歳
前
後
の
独
身
女
性
※
学
生
不
可

４０g　

人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

１５
h
１
千
円
k
２
月
８
日
㈯
ま
で
に
Ｅ

メ
ー
ル
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
l
Ｊ
Ａ
東
京
み
な
み
（
緯

　

・
１
０
１
１
死noukon@

ja-t

５９４

m
.or.jp

）

■
「
農
」
か
ら
始
ま
る
大
学
生
の
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

a
３
月
～
平
成　

年
２
月
の
毎
月
第

２７

２
日
曜
日
午
前　

時
～
正
午
、
午
後

１０

１
時
～
３
時
※
天
候
に
よ
り
変
更
の

場
合
あ

り

b
七
ツ
塚
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ

ン
タ
ー
d
午
前
…
農
作
業
、
午
後
…

講
義
f
大
学
１
～
３
年
生
h
１
日　
５００

円
（
保
険
代
な

ど

）
k
電
話
l
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
め
ぐ
み
（
山
本
緯　

・
３
２
３

０９０

７
・
０
１
５
９
）

 
■
教
育
委
員
会
平
成　

年
度
第　

回

２５

１１

定
例
会 

a
２
月　

日
㈭
午
後
２
時
か
ら
k
傍

１３

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
開
催
時
刻　
２０

分
前
ま
で
に
市
役
所
５
階
庶
務
課
へ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
l
庶
務

課■
平
成　

年
度
奨
学
生
募
集 

２５

▼
ヒ
カ
リ
興
業
奨
学
基
金
…
f
g
都

内
在
住
の
要
援
護
家
庭
で
、
４
月
１

日
現
在
、
次
の
い
ず
れ
か
に
進
学
を

希
望
す
る　

歳
未
満
の
子
弟
①
高

２０

校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
、
高
専
…

４
人
②
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
専

門
課
程
…
４
人
h
給
付
金
…
年
間　
１５

～　

万
円
※
４
月
上
旬
に
銀
行
振
込

２４
▼
塚
田
・
太
田
奨
学
資
金
…
f
都
内

在
住
の
要
援
護
家
庭
で
、
高
校
、
専

修
学
校
高
等
課
程
、
高
専
の
い
ず
れ

か
に
進
学
を
希
望
す
る
子
弟
g　

人
６０

h
給
付
金
額
…
５
万
円
※
３
月
下
旬

銀
行
振
込

　

い
ず
れ
も
j
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
k
２
月　

日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

２８
教　

育

教　

育

教　

育

申
込
書
（
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
り
。
在
学
す
る
学
校
で
作
成
・

校
長
の
押
印
が
必
要
）
を
持
参
l
日

野
本
町
７
の
５
の
３
日
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
緯　

・
２
３
１
９
）

５８２

 
■
農
業
体
験
農
園
利
用
者 

▼
石
坂
フ
ァ
ー
ム
ハ
ウ
ス
…
a
利
用

期
間
…
３
月
～
平
成　

年
１
月
b
先

２７

着
４
区
画
d
１
区
画
約　

平
方
丿
※

３０

月
１
・
２
回
農
家
に
よ
る
農
業
講
習

あ
り

f
市
内
在
住
者
※
１
世
帯
１
区

画
。
車
通
園
不
可
h
１
区
画
年
４
万

円
k
電
話
l
産
業
振
興
課

▼
め
ぐ
み
農
園
…
b
g
程
久
保
め
ぐ

み
農
園
…
７
区
画
、
七
ツ
塚
め
ぐ
み

農
園
…
６
区
画
、
日
野
め
ぐ
み
農
園

…
３
区
画
d
h
１
区
画
約　

平
方
丿

２０

年
３
万
円
※
更
新
可
f
市
内
在
住
者

j
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
巡
回
指
導
あ

り

k
電
話
l
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
め
ぐ
み
（
山

本
緯　

・
３
２
３
７
・
０
１
５
９
）、

０９０

市
産
業
振
興
課

■
社
会
教
育
委
員 

a
任
期
…
５
月
１
日
㈭
～
平
成　

年
２８

４
月　

日
d
社
会
教
育
に
関
す
る
諸

３０

計
画
を
立
案
、
教
育
委
員
会
の
諮
問

に
応
じ
意
見
陳
述
、
必
要
な
研
究
調

査
な

ど

f
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
①

　

歳
以
上
で
日
野
市
に
住
民
登
録
し

１８て
い
る
②
年
６
回
程
度
開
催
さ
れ
る

会
議
に
出
席
で
き
る
③
日
野
市
の
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
に
関
心
が
あ
り
、

積
極
的
に
関
与
す
る
意
思
が
あ
る
④

他
の
委
員
会
な
ど
の
公
募
市
民
に
な

っ
て
い
な
い
g
若
干
人
j
応
募
書
類

は
返
却
不
可
k
２
月　

日
㈮（
必
着
）

１４

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
持
参
で
。
作
文

「
日
野
市
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習

の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」（　

字
程

８００

度
）、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
l
〒　

們
８
６
８
６
日
野
市
役
所

１９１

５
階
生
涯
学
習
課

募　

集

募　

集

募　

集

　

教
育
委
員
会
で
は
学
識
経
験
者
、

保
護
者
、
関
係
機
関
な
ど
で
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、
市
の
学
校
教
育
の

推
進
に
向
け
て
平
成　

年
度
か
ら
５

２６

年
間
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
第
２
次
日
野
市
学
校
教
育
基
本

構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
素
案
は

市
政
図
書
室
、
市
内
各
図
書
館
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

k
２
月　

日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
郵

１４

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
持

参
で
。
ご
意
見
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
l
〒　

們
８
６
８
６

１９１

日
野
市
役
所
５
階
学
校
課
（
思　

・
５８３

９
６
８
４
死sidou@

city.hino.
lg.jp

）

第
２
次
日
野
市
学
校
教
育
基
本
構
想（
素
案
）に

対
す
る
意
見
を
募
集

平成２４年度の主な取り組み
■業務の見直しにより、１,９４３万円の経費を節減
　・小学校の特別支援学級スクールバスの運行台数見直
し ⇒ 節減額 ７６０万円

　・介護予防事業と重複する高齢者向けサービスの見直
し ⇒ 節減額 １,１８３万円

■市民サービスの向上を目指した民間活力の導入により
３,３９２万円の経費を節減
　・小学校給食調理業務の民間委託化
 ⇒ 節減額 ３,３９２万円
■ストックマネジメント（施設の有効化や長寿化を図る
管理手法）に基づく公共施設の見直しにより、４,２４２万
円の経費を節減

　・民間借上型シルバーピアの廃止
 ⇒ 節減額 １,８１２万円
　・第一かしの木ハイツをオーナーに返還
 ⇒ 節減額 ２８５万円
　・乗鞍高原日野山荘の廃止に伴い不要になった維持管
理経費 ⇒ 節減額 ２,１４５万円

■外郭団体の自立的経営を目指した運営費の見直しによ
り、負担金・補助金など２,９３８万円を節減
　・日野市福祉事業団 ⇒ 節減額 ９５１万円
　・日野市社会福祉協議会 ⇒ 節減額 １,０５７万円
　・シルバー人材センター ⇒ 節減額 ９３１万円
■財源確保の取り組みにより、１１億５,３５２万円の増収を
達成

　・市税などの徴収率向上 ⇒ 増収額 １億５,４８１万円
　・市有財産の売却・貸付の推進
 ⇒ 増収額 ３億４９６万円
　・土地区画整理地内の保留地売却
 ⇒ 増収額 ６億３,３８２万円
■退職者の一部不補充により正規職員を削減し、２億
６,３５０万円の経費を節減
■職員給与の適正化などにより、３,１７５万円の経費を節
減

　・期末勤勉手当における職務段階別加算の見直し
 ⇒ 節減額 １,１１３万円
　・住居手当、扶養手当の見直し
 ⇒ 節減額 ２,０６２万円

■市民満足度の高いまちを目指しさまざまな取り組みを
展開
　・主要幹線道路沿いの建築物耐震化
　　　地震発生時に建築物倒壊により道路が寸断される
のを防ぎ、救助や物資輸送などを円滑に行うため、
緊急輸送道路沿道の建物耐震化に対し助成

　・発達・教育支援センターの建設着工
　　　発達・行動・学校生活面において支援を必要とす
る子どもや家族に対するきめ細かな支援体制を推進
するため、発達・教育支援センターの建設工事に着
手

　・七ツ塚ファーマーズセンターの開設
　　　日野の農業発信拠点として、平成２４年１０月に開設
　・大坂上通り歩道拡幅整備
　　　安全で快適な歩道整備のため、拡幅工事を実施
　・小・中学校冷暖房設備設置
　　　猛暑などによる児童への健康面での悪影響を無く
し、快適で効率的な授業が行える教育環境を整備す
るため、未設置の小・中学校において工事を実施。
これにより市内全校での設置が完了

行政評価結果をまとめました
　平成２４年度に実施した１０の事務事業に対する行政評価
を、既に実施した公募市民などによる市民評価を踏まえ
て行い、市の最終評価として結果をまとめました。
▶行政評価とは…行財政改革の一環として、市が行って
いる事務事業を「必要性」「効率性」「有効性」の３つの
視点により評価を行うことで改善を図り、より効率的・
効果的な市民サービスの実現を目指すものです。
▶評価結果の反映…今回の評価を通じて洗い出された課
題などに対する改善点は、今後の事業計画策定時や実施
時に反映させていきます。

※第４次日野市行財政改革大綱・実施計画、行政評価結果
は、市ホームページおよび市内各図書館で閲覧可

平成２４年度 第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４次次次次次次次次次次次次次次次次行行行行行行行行行行行行行行行行革革革革革革革革革革革革革革革革のののののののののののののののの実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況をををををををををををををををを公公公公公公公公公公公公公公公公次行革の実施状況を公表表表表表表表表表表表表表表表表表第第４４次行革の実施状況を公次行革の実施状況を公表表
　第４次日野市行財政改革大綱・実施計画（実施期間…平
成２３～２８年度）の平成２４年度実施状況をお知らせします。

l行政管理チーム

第４次行革実施状況（平成２４年度）

■日野市の行財政改革
　市の財政は、歳入の根幹である市税収入が落ち込む一

方、扶助費などの義務的経費が年々増加しています。ま
た、子育て支援事業の充実や老朽化した公共施設の改修な
ど多様な課題にも対応していかなければなりません。
　そうした状況の中、「第４次日野市行財政改革大綱」は、
持続可能な「夢のまち日野」の実現を目指し、市民と協働
して策定されています。行革大綱実施計画では、改革項目
として４７０項目を掲げ、市民参画による「日野市行財政改革
推進懇談会」からもご意見をいただきながら、具体的な取
り組みを行っています。
　なお、日野市の財政は、引き続き大変厳しい状況にある
ため、今後も行革を強力に推進していかなければなりませ
ん。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

○実施状況（全４７０項目）
　・実施完了の項目  …………………２６項目（６％）
　・着手・取組中の項目  …………４３３項目（９２％）
　・未着手の項目  ……………………１１項目（２％）


